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モモの栽培では、早期成園化、作業の省力
化、果実の均質化などが課題となっている
ため、様々な仕立て法が開発されている。
本論文では、新たに樹体ジョイント仕立て法
を開発し、この樹体ジョイント仕立て法が、
平棚仕立てや一文字形整枝などこれまでの
仕立て法に比べて、モモの栽培で見られる
様々な問題の解決に有効であることを明ら
かにした。
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